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来
春
登
録
目
指
し
検
討
委
員
会
を
設
置

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
登
録
認
定
機
関
と
し
て

　
　
　
　
　
新
法
人
設
立
へ

　
全
木
連
で
は
、
今
年
改
正
さ
れ
た
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
登
録
認
定
機
関
の

要
件
に
適
合
す
る
よ
う
に
検
査
部
の
組
織
を
見
直
す
こ
と
と
し
、
新

法
人
の
設
立
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
設
立
に
向
け
て
の

新
法
人
設
立
検
討
委
員
会
を
設
置
し
た
。
委
員
会
は
、
全
木
連
各
支

部
一
名
と
本
部
一
名
の
委
員
で
構
成
さ
れ
（
別
掲
）、九
月
十
三
日
に

第
一
回
目
の
会
合
を
開
い
た
。
今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
委
員
会
で

の
検
討
結
果
に
よ
る
が
、
来
年
々
初
に
は
新
法
人
を
設
立
し
、
三
月

一
日
か
ら
の
改
正
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
施
行
に
間
に
合
わ
せ
る
方
針
。

二
面
　
林
野
庁
幹
部
と
意
見
交
換

三
面
　
展
示
会
で
国
産
材
を
P
R

四
面
　
お
知
ら
せ
　
景
況
調
査

一
面
　
J
A
S
登
録
認
定
機
関
と
し
て

　
　
　
新
法
人
設
立
へ

　
　
　
木
材
課
再
編
　
住
宅
基
本
法
案

　
　
　
に
要
望

　
八
月
十
日
開
催
の
全
木
連
総
務
委
員

会
で
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
改
正
に
伴
う
組
織

（
全
木
連
検
査
部
）
の
見
直
し
が
検
討

さ
れ
、「
新
法
人
設
立
検
討
委
員
会
」
の

設
置
が
決
め
ら
れ
た
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
の
改
正
に
つ
い
て
は
、
本

紙
七
月
号
既
報
の
と
お
り
で
あ
る
が
、

改
正
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
①
登
録
認
定
機

関
へ
の
国
の
関
与
を
減
ら
し
、
民
間
の

第
三
者
機
関
が
認
定
す
る
仕
組
み
に
移

行
②
登
録
格
付
機
関
制
度
の
廃
止
③
認

定
事
業
者
に
流
通
業
者
を
追
加
　
　
の

三
点
。

　
こ
の
う
ち
、
今
回
の
組
織
見
直
し
に

直
接
関
わ
る
登
録
認
定
機
関
に
つ
い
て

は
、
法
律
に
定
め
ら
れ
た
登
録
基
準
を

満
た
せ
ば
、
例
え
ば
株
式
会
社
組
織
で

も
登
録
認
定
機
関
に
な
る
こ
と
が
で
き
、

対
象
が
従
来
以
上
に
広
が
っ
た
。

　
た
だ
し
、
登
録
認
定
機
関
に
は
中
立

的
な
立
場
が
求
め
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、

認
定
す
る
側
と
認
定
さ
れ
る
側
と
の
関

係
に
利
害
が
あ
っ
て
は
な
ら
ず
、
そ
の

た
め
に
資
本
や
役
員
構
成
に
制
約
が
あ

る
。
具
体
的
に
は
、
①
機
関
が
株
式
会

社
又
は
有
限
会
社
の
場
合
は
、
被
認
定

製
材
業
だ
け
で
な
く
、
流
通
業
も
対
象

に
な
る
と
い
う
問
題
も
あ
る
。

　
③
は
、
端
的
に
い
え
ば
、
製
材
業
者

や
流
通
業
者
は
認
定
機
関
の
代
表
者
に

な
れ
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ
り
、
全
木

連
の
会
長
は
、
代
々
業
界
の
方
が
就
任

さ
れ
て
い
る
た
め
、
抵
触
し
て
し
ま
う
。

　
こ
の
よ
う
な
こ
と
か
ら
、
全
木
連
検

査
部
組
織
の
見
直
し
、
新
法
人
の
設
立

の
方
向
が
出
て
き
た
わ
け
で
あ
る
。

　
新
法
人
の
性
格
に
つ
い
て
は
、
他
業

界
例
が
あ
る
よ
う
に
、
有
限
責
任
中
間

法
人
（
※
注
）
の
方
向
で
検
討
が
進
む

も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
結
論
は
委
員
会

の
報
告
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

　
い
ず
れ
に
し
ろ
、
全
木
連
の
登
録
認

定
機
関
と
し
て
の
有
効
期
間
は
平
成
十

八
年
二
月
二
十
八
日
ま
で
で
あ
る
た
め
、

ど
の
よ
う
な
形
に
な
る
に
し
ろ
結
論
が

急
が
れ
る
。

　
検
討
委
員
は
次
の
と
お
り
（
敬
称
略
、

カ
ッ
コ
内
は
所
属
支
部
名
）。

　
相
田
嗣
郎
（
北
海
道
）、小
野
田
冨
男

（
東
北
）、田
村
英
二
（
関
東
）、吉
条
良

明
（
東
京
）、東
方
喜
之
（
東
海
）、福
田

総
一
郎
（
北
陸
）、榎
本
長
治
（
近
畿
）、

中
塚
淳
一
郎
（
中
国
）、岡
部
利
秀
（
四

事
業
者
が
、
そ
の
親
会
社
で
あ
っ
て
は

な
ら
な
い
②
機
関
の
役
員
に
占
め
る
被

認
定
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
の
割
合

が
、
二
分
の
一
を
越
え
な
い
こ
と
③
機

関
の
代
表
権
を
有
す
る
役
員
が
、
被
認

定
事
業
者
の
役
員
又
は
職
員
で
な
い
こ

と
　
　
と
三
点
の
資
格
要
件
が
あ
る
。

　
こ
れ
ら
を
、
現
行
の
全
木
連
検
査
部

に
当
て
は
め
て
み
る
と
、
①
に
つ
い
て

は
、
社
団
法
人
で
あ
る
全
木
連
が
会
社

組
織
に
出
資
す
る
こ
と
自
体
に
問
題
が

あ
る
こ
と
、
ま
た
、
他
に
出
資
を
求
め

る
こ
と
が
現
実
的
に
は
無
理
な
状
況
が

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
検
討
外
と
い

え
る
。

　
②
に
つ
い
て
は
、
全
木
連
の
役
員
は
、

会
員
団
体
の
長
な
ど
で
あ
り
、
多
く
は

企
業
の
代
表
者
で
あ
る
。
現
状
で
は
、

そ
の
同
一
業
種
（
例
え
ば
木
材
・
木
製

品
製
造
業
や
建
築
材
料
等
の
卸
売
業
）

の
者
が
認
定
機
関
の
役
員
に
占
め
る
割

合
が
二
分
の
一
を
越
え
て
は
い
な
い
が
、

将
来
に
わ
た
り
、
こ
の
状
態
を
固
定
し

て
い
る
も
の
で
は
な
く
、
変
動
す
る
可

能
性
が
あ
る
。
加
え
て
、
改
正
Ｊ
Ａ
Ｓ

法
で
は
流
通
業
者
も
認
定
を
受
け
ら
れ

る
よ
う
に
な
る
た
め
、
役
員
の
業
種
は
、

　「
代
表
者
」
「
役
員
の
半
数
以
上
」
は

　　
　
　
製
材
・
流
通
業
関
係
者
以
外
に

　
　
　
J
A
S
検
査
員
養
成
研
修

　
　
　
林
野
庁
　　
年
度
概
算
要
求
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林
野
庁
幹
部
と
の
意
見
交
換
会
開
く
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全
木
連
と
全
木
協
連
は
、
八
月
十
日

に
開
催
し
た
全
木
連
総
務
委
員
会
、
全

木
協
連
の
表
彰
選
考
委
員
会
の
終
了
後

に
、
林
野
庁
長
官
は
じ
め
同
庁
の
幹
部

と
意
見
交
換
し
、
懇
談
し
た
。

　
意
見
交
換
会
は
全
木
連
後
藤
副
会
長

の
司
会
で
始
ま
り
、
庄
司
会
長
が
「
木

材
産
業
全
般
に
つ
い
て
具
体
的
な
提
案

を
し
ま
す
の
で
、
身
勝
手
な
お
願
い
も

あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
忌
憚
の
な

い
意
見
交
換
を
」
と
挨
拶
。
次
い
で
林

野
庁
前
田
長
官
が
挨
拶
に
立
ち
、「
木
材

の
需
要
拡
大
に
よ
り
、
森
林
の
活
性
化

を
図
っ
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
全
木

連
と
は
連
携
を
も
っ
て
進
め
て
い
き
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
こ
の
後
、
意
見
交
換
に
入
り
、
事
前

に
全
木
連
各
支
部
よ
り
提
出
さ
れ
た
意

見
・
要
望
の
一
項
目
毎
に
林
野
庁
か
ら

回
答
が
な
さ
れ
、
そ
れ
が
一
巡
し
た
後
、

全
木
連
側
出
席
者
か
ら
各
地
の
状
況
報

告
が
あ
り
、
最
後
に
、
林
野
庁
の
岡
島

林
政
部
長
が
「
意
見
を
参
考
に
さ
せ
て

CO2

　
全
木
連
側
出
席
者
か
ら
の
各
地
の
状

況
報
告
の
概
要
は
次
の
と
お
り
。

　
「
風
倒
木
の
大
量
搬
出
に
よ
る
木
材

価
格
の
下
落
が
、
北
海
道
、
中
国
、
四

国
、
九
州
と
全
国
に
拡
が
っ
て
い
る
。

根
本
的
な
対
策
が
必
要
」。

　
「
環
境
税
に
力
を
入
れ
て
ほ
し
い
」。

　
「
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
な
ど
製
材
以
外

の
と
こ
ろ
を
研
究
し
て
、
出
せ
る
と
こ

ろ
か
ら
収
益
を
出
し
た
い
」。

　
「
北
米
型
で
な
い
日
本
型
の
２
×
４

を
検
討
し
て
い
る
」。

　
当
日
の
林
野
庁
側
出
席
者
は
次
の
と

お
り
。

　
前
田
長
官
、
岡
島
林
政
部
長
、
原
口

林
政
課
長
、
岡
田
企
画
課
長
、
金
丸
経

営
課
長
、
河
野
木
材
課
長
、
岩
片
参
事

官
、
森
田
木
材
貿
易
対
策
室
長
、
宮
城

木
材
環
境
技
術
専
門
官
、
大
貫
木
材
課

総
括
課
長
補
佐
。

　
Ｊ
Ａ
Ｓ
検
査
員
養
成
研
修
会
を
開
催

　
製
材
等
の
登
録
格
付
・
認
定
機
関
で

あ
る
全
木
連
は
、
格
付
・
認
定
業
務
の

確
立
整
備
の
た
め
の
検
査
員
養
成
研
修

会
を
八
月
二
十
五
、
二
十
六
日
の
両
日
、

東
京
・
永
田
町
ビ
ル
に
お
い
て
実
施
し

た
。
受
講
者
は
Ｊ
Ａ
Ｓ
法
、
Ｊ
Ａ
Ｓ
規

格
、
品
質
管
理
の
実
際
及
び
検
査
実
務

等
の
内
容
に
つ
い
て
熱
心
に
受
講
し
た
。

　
受
講
者
は
検
査
員
の
資
格
を
取
得
し

た
う
え
で
、
農
林
水
産
省
告
示
の
定
め

に
よ
り
、「
格
付
に
従
事
す
る
者
」
と
し

て
検
査
申
請
に
基
づ
く
検
査
を
、「
認
定

に
従
事
す
る
者
」
と
し
て
認
定
工
場
制

度
に
よ
る
検
査
業
務
等
を
実
施
す
る
。

い
た
だ
き
た
い
」
と
引
き
取
っ
て
会
合

を
終
了
し
た
。

　
主
な
意
見
・
要
望
の
や
り
と
り
は
次

の
と
お
り
。

　
Ｑ
＝
環
境
税
の
創
設
と
森
林
整
備
へ

の
活
用
。

　
Ａ
＝
吸
収
源
対
策
と
し
て
環
境
税
を

考
え
た
い
。

　
Ｑ
＝
森
林
吸
収
量
を
対
象
と
し
た
排

出
量
取
引
の
実
施
。

　
Ａ
＝
対
策
へ
の
仕
組
み
上
、
排
出
、

吸
収
と
も
に
目
標
設
定
が
あ
る
。
個
別

企
業
の
割
り
あ
て
に
は
産
業
界
は
反
対

し
て
い
る
。

　
Ｑ
＝
木
造
住
宅
と
非
木
造
住
宅
の
建

築
エ
ネ
ル
ギ
ー
評
価
に
よ
る
新
た
な
助

成
制
度
の
創
設
。

　
Ａ
＝
木
造
一
戸
あ
た
り
　
の
発
生
量

が
他
よ
り
少
な
い
こ
と
を
Ｐ
Ｒ
し
て
い

る
が
、
評
価
と
な
る
と
、
建
築
時
の
み

で
な
く
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
ア
セ
ス
メ
ン

ト
が
必
要
。
助
成
に
つ
い
て
は
、
国
は

難
し
い
が
、
県
で
行
っ
て
い
る
も
の
を

進
め
た
い
。

　
Ｑ
＝
木
材
利
用
の
地
球
環
境
保
全
へ

の
貢
献
度
を
示
す
評
価
方
法
の
検
討
。

　
Ａ
＝
一
般
の
人
に
示
す
の
は
難
し
い

が
、
今
後
進
め
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
。

ベ
ル
マ
ー
ク
の
よ
う
な
方
式
を
考
え
て

い
る
。

　
Ｑ
＝
間
伐
材
等
低
質
材
を
使
用
し
た

紙
製
品
、
ペ
レ
ッ
ト
等
の
利
用
促
進
と

そ
の
用
途
開
発
。

　
Ａ
＝
グ
リ
ー
ン
調
達
方
針
で
は
か
っ

て
い
る
。
ペ
レ
ッ
ト
は
進
め
る
。
規
格

化
を
は
か
る
。
木
質
と
バ
ー
ク
な
ど
別

に
考
え
て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

　
Ｑ
＝
各
省
庁
に
お
け
る
木
材
・
木
製

品
優
先
使
用
の
推
進
。

　
Ａ
＝
公
共
で
使
う
の
は
大
き
い
分
野

と
思
う
が
、
行
動
計
画
で
は
木
質
化
を

は
か
っ
て
い
る
。
関
係
省
庁
へ
の
働
き

か
け
も
し
て
い
る
。

　
Ｑ
＝
木
材
（
国
産
材
）
の
一
般
者
へ

の
普
及
啓
発
・
Ｐ
Ｒ
す
る
た
め
の
予
算

確
保
。

　
Ａ
＝
消
費
者
へ
の
Ｐ
Ｒ
は
重
要
。
十

月
を
木
づ
か
い
運
動
の
集
中
月
間
に
す

る
。
政
府
広
報
で
も
行
い
た
い
。

　
Ｑ
＝
大
型
公
共
木
造
施
設
等
新
規
需

要
に
対
す
る
木
材
供
給
円
滑
化
。

　
Ａ
＝
Ｊ
Ｖ
に
す
る
と
木
材
調
達
に
問

題
が
あ
る
こ
と
は
聞
い
て
い
る
。
し
か

し
、
発
注
者
し
だ
い
だ
か
ら
、
市
町
村

へ
の
働
き
か
け
が
重
要
。

　
Ｑ
＝
国
産
材
に
よ
る
製
品
開
発
の
取

組
に
つ
い
て
（
ス
ギ
利
用
拡
大
の
た
め

の
画
期
的
な
低
コ
ス
ト
乾
燥
施
設
の
開

発
と
不
燃
内
外
装
材
な
ど
の
開
発
）。

　
Ａ
＝
技
術
開
発
目
標
、
消
費
者
視
点
、

ハ
ー
ド
と
ソ
フ
ト
の
連
携
が
必
要
。
乾

燥
材
の
比
率
は
二
〇
％
だ
が
、
低
コ
ス

ト
で
進
め
た
い
。

　
Ｑ
＝
民
間
需
要
に
お
け
る
木
材
需
要

の
拡
大
・
各
県
に
木
造
モ
デ
ル
住
宅
の

展
示
場
の
設
置
。

　
Ａ
＝
重
要
な
こ
と
は
理
解
し
て
い
る
。

昨
年
か
ら
Ｂ
材
対
策
と
し
て
地
域
材
の

活
用
を
進
め
て
い
る
。
モ
デ
ル
住
宅
は
、

交
付
金
の
メ
ニ
ュ
ー
に
あ
る
。
厳
し
い

が
進
め
た
い
。

　
Ｑ
＝
国
産
材
に
よ
る
新
規
格
住
宅
へ

の
取
組
。

　
Ａ
＝
消
費
者
ニ
ー
ズ
に
あ
っ
た
も
の

を
進
め
る
中
で
、
モ
デ
ル
プ
ラ
ン
な
ど

検
討
し
た
い
。

　
Ｑ
＝
Ｊ
Ａ
Ｓ
製
品
の
普
及
に
か
か
る

支
援
強
化
。

　
Ａ
＝
普
及
は
二
割
弱
。
補
助
事
業
と

し
て
マ
ニ
ュ
ア
ル
な
ど
作
成
し
て
い
る
。

表
示
規
格
課
と
連
携
し
て
い
き
た
い
。

　
Ｑ
＝
国
有
林
野
事
業
の
推
進
。

　
Ａ
＝
生
物
多
様
性
な
ど
国
民
の
要
請

に
従
っ
て
施
業
。
災
害
復
旧
に
つ
い
て

も
、
ご
支
援
お
願
い
し
た
い
。

　
Ｑ
＝
林
産
物
の
現
行
関
税
の
堅
持
と

違
法
伐
採
対
策
の
早
期
確
立
。

　
Ａ
＝
Ｗ
Ｔ
Ｏ
は
厳
し
い
方
向
に
あ
る
。

森
林
活
性
化
の
方
向
で
努
力
し
た
い
。

違
法
伐
採
は
政
府
調
達
で
対
応
方
向
を

示
し
た
。

　
Ｑ
＝
ス
ギ
花
粉
対
策
に
対
す
る
森
林

整
備
の
推
進
。

　
Ａ
＝
原
因
予
防
を
厚
生
労
働
省
と
連

携
し
進
め
た
。
花
粉
の
少
な
い
種
類
に

し
た
り
、
都
心
部
の
重
点
間
伐
を
進
め

て
き
た
。

国
）
、
松
本
恭
一
（
九
州
）
、
後
藤
隆
一

（
本
部
）。

※
注
▼
中
間
法
人
＝
中
間
法
人
法
に
よ

り
、「
社
員
に
共
通
す
る
利
益
を
図
る
こ

と
を
目
的
と
し
、
か
つ
、
剰
余
金
を
社

員
に
分
配
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
な
い

社
団
」
と
定
義
。「
有
限
責
任
中
間
法
人
」

と
「
無
限
責
任
中
間
法
人
」
の
二
種
類

が
あ
る
。
有
限
責
任
中
間
法
人
は
、
総

会
の
意
思
決
定
に
も
と
づ
い
て
、
理
事

が
業
務
を
執
行
す
る
も
の
。
監
事
も
必

要
な
機
関
で
、
法
人
も
社
員
と
な
れ
る
。

一
定
の
財
産
的
基
盤
を
備
え
さ
せ
る
た

め
に
基
金
と
し
て
最
低
三
百
万
円
以
上

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
無
限
責
任
中
間

法
人
は
、
社
員
自
体
が
業
務
の
執
行
に

当
た
り
、
法
人
は
社
員
に
な
れ
な
い
。

い
ず
れ
も
、
主
務
官
庁
の
許
認
可
は
必

要
な
く
、
設
立
登
記
に
よ
り
成
立
す
る
。
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　各
種
展
示
会
で
国
産
材
を
Ｐ
Ｒ

　
　
　
　
全
木
連
今
年
度
新
規
事
業
で

木
材
課
を
２
課
体
制
に
再
編

　
六
月
号
既
報
の
と
お
り
、
全
木
連
で
は
今
年
度
、「
森
林
を
育
む

木
の
住
ま
い
普
及
推
進
事
業
」
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
、
そ
の
一

環
と
し
て
各
種
の
展
示
会
等
に
出
展
し
、
大
都
市
の
消
費
者
を
対

象
に
国
産
材
の
Ｐ
Ｒ
に
つ
と
め
て
い
る
。
全
木
連
が
コ
ー
ナ
ー
を

設
置
し
、
参
加
を
希
望
す
る
企
業
・
団
体
と
協
同
で
出
展
す
る
形

式
。八
月
に
は
大
型
の
展
示
会
が
相
次
ぎ
、多
く
の
集
客
を
得
た
。

　
八
月
六
、
七
日
に
は
東
京
ビ
ッ
グ
サ

イ
ト
の
「
ナ
イ
ス
わ
く
わ
く
フ
ェ
ア
」

に
出
展
。
集
客
、
商
談
成
約
と
も
に
定

評
の
あ
る
展
示
会
で
、
今
回
も
三
万
九

千
人
が
来
場
。
全
木
連
の
コ
ー
ナ
ー
で

は
協
同
出
展
者
に
よ
る
紀
州
材
を
用
い

た
実
大
の
住
宅
躯
体
モ
デ
ル
を
展
示
し
、

来
場
者
の
関
心
を
集
め
た
。

　
八
月
二
十
五
、
二
十
六
、
二
十
七
日

に
は
千
葉
県
の
幕
張
メ
ッ
セ
で
「
ジ
ャ

パ
ン
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ホ
ー
ム
セ
ン
タ
ー
シ
ョ
ー
」

が
開
催
さ
れ
た
。
木
材
を
メ
ー
ン
に
工

　
林
野
庁
は
八
月
末
に
財
務
省
に
対
し

て
来
年
度
予
算
の
概
算
要
求
を
行
っ
た
。

こ
の
中
に
は
木
材
団
体
（
実
施
団
体
＝

全
木
連
）
に
関
す
る
予
算
と
し
て
、「
違

法
伐
採
総
合
対
策
推
進
事
業
」「
木
材
産

業
経
営
力
強
化
事
業
」
の
二
つ
の
新
規

事
業
予
算
が
含
ま
れ
て
い
る
。

　
前
者
は
合
法
性
・
持
続
可
能
性
が
証

明
さ
れ
た
木
材
・
木
材
製
品
の
円
滑
な

供
給
が
可
能
と
な
る
よ
う
、
業
界
団
体

に
よ
る
自
主
的
な
取
り
組
み
の
検
証
や

制
度
の
普
及
啓
発
を
行
う
も
の
。
後
者

は
製
品
供
給
先
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
最

適
な
流
通
加
工
体
制
を
構
築
す
る
た
め
、

経
営
診
断
・
人
材
育
成
等
を
支
援
す
る

も
の
。

　
全
木
連
と
し
て
も
時
宜
を
得
た
新
規

予
算
の
実
現
を
期
待
す
る
と
こ
ろ

　
概
算
要
求
と
並
行
し
て
林
野
庁
は
来

年
度
の
組
織
再
編
を
要
求
、
こ
の
中
で

「
木
材
の
需
要
と
供
給
の
取
り
組
み
強

化
を
通
じ
て
、
林
野
庁
の
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
温
暖
化
防
止
森
林
吸
収
源
対
策

を
い
っ
そ
う
進
め
る
た
め
」
と
し
て
、

現
在
の
木
材
課
を
「
木
材
産
業
課
（
仮

称
）」と
「
木
材
利
用
課
（
仮
称
）」に
再

編
す
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
社
会
資
本
整
備
審
議
会
は
「
新
た
な

住
宅
政
策
に
対
応
し
た
制
度
的
枠
組
み

は
ど
う
あ
る
べ
き
か
」
と
の
国
土
交
通

大
臣
か
ら
の
諮
問
を
受
け
、
住
宅
宅
地

分
科
会
基
本
制
度
部
会
で
検
討
を
進
め

て
き
た
が
、
七
月
上
旬
報
告
案
を
公
表

し
、
意
見
の
募
集
を
行
っ
た
。
来
年
度

に
向
け
た
住
宅
基
本
法
作
成
を
に
ら
ん

だ
作
業
で
あ
り
、
主
た
る
木
材
需
要
先

で
あ
る
住
宅
政
策
の
動
向
は
全
木
連
と

し
て
も
重
要
な
関
心
事
項
で
あ
る
の
で
、

八
月
十
一
日
付
で
概
略
以
下
の
意
見
を

庄
司
会
長
名
で
提
出
し
た
。

　
「
新
た
な
住
宅
政
策
に
対
応
し
た
制

度
的
枠
組
み
は
い
か
に
あ
る
べ
き
か
」

　
社
会
資
本
整
備
審
議
会
住
宅
宅
地
分

科
会
基
本
制
度
部
会
報
告
案
に
対
す
る

意
見

　
　
社
団
法
人
全
国
木
材
組
合
連
合
会

　
　
　
　
　
　
　
会
長
　
庄
司
橙
太
郎

　
平
成
十
七
年
八
月
十
一
日

１
　
は
じ
め
に

　
住
宅
は
木
材
の
主
要
な
需
要
先
で
あ

り
、
全
国
の
木
材
業
、
製
材
業
の
組
合

が
組
織
す
る
唯
一
の
木
材
団
体
と
し
て
、

当
連
合
会
は
住
宅
政
策
に
多
大
な
関
心

を
も
っ
て
い
ま
す
。

　
住
宅
政
策
は
、
本
来
の
趣
旨
で
あ
る

「
国
民
に
良
好
な
住
環
境
の
質
を
提
供

す
る
」
こ
と
の
み
な
ら
ず
、
木
材
業
界

を
は
じ
め
と
し
た
関
連
産
業
の
将
来
、

さ
ら
に
地
球
環
境
へ
の
負
荷
と
い
っ
た
、

き
わ
め
て
幅
広
い
国
民
生
活
に
密
接
に

関
わ
る
様
々
な
分
野
に
影
響
を
与
え
る

も
の
で
す
。
こ
の
た
め
、
他
の
行
政
分

野
と
の
連
携
な
ど
基
本
法
制
の
必
要
性

を
指
摘
し
た
今
回
の
報
告
は
き
わ
め
て

重
要
な
も
の
と
考
え
ま
す
。

　
木
材
業
界
と
し
て
以
下
の
通
り
意
見

を
申
し
述
べ
ま
す
の
で
、
今
後
の
検
討

に
際
し
て
考
慮
を
い
た
だ
き
た
く
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　違
法
伐
採
対
策
と

　　　木
材
産
業
経
営
力
強
化
事
業

　　　　　
　
林
野
庁
木
材
課
の
18
年
度
予
算
概
算
要
求

　　住
宅
基
本
法
の
検
討
報
告
案
に

　　　　　　　　　　全
木
連
の
意
見
を
提
出

具
か
ら
ペ
ッ
ト
用
品
、

ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
、
家
庭

用
品
ま
で
幅
広
い
分
野

の
出
展
が
あ
り
、
一
般

に
も
人
気
が
高
い
。
今

回
の
入
場
者
数
は
七
万

一
千
人
。
初
日
が
あ
い

に
く
と
台
風
の
上
陸
と

重
な
っ
た
た
め
、
昨
年

の
九
万
人
の
記
録
に
は

お
よ
ば
な
か
っ
た
も
の

の
、
大
変
な
人
手
で
あ

っ
た
。
全
木
連
の
コ
ー

ナ
ー
で
は
、
協
同
出
展

者
に
よ
る
国
産
材
合
板

や
風
呂
桶
な
ど
の
木
製

品
を
展
示
し
、
関
心
を

集
め
た
。

　
両
展
示
会
の
コ
ー
ナ

ー
で
は
「
日
本
の
木
を
使
お
う
」
と
染

め
抜
い
た
ノ
ボ
リ
を
随
所
に
立
て
て
国

産
材
を
Ｐ
Ｒ
。
来
場
者
と
の
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も
努
め
、
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
配
布
や
問
い
合
せ
に
も
応
じ
、
一

人
で
も
多
く
の
人
に
木
を
知
っ
て
も
ら

い
、
正
し
く
理
解
し
て
も
ら
う
こ
と
を

主
眼
に
活
動
し
た
。
両
展
示
会
を
通
じ

て
、
国
産
材
利
用
の
再
認
識
を
深
め
た

効
果
は
あ
っ
た
と
認
識
し
て
い
る
。
今

後
は
、
こ
れ
を
い
か
に
実
需
に
結
び
付

け
る
か
が
問
わ
れ
る
。
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景況調査＝全木協
（　　　　）内は実数

〔流通部門〕

〔製造部門〕

当月の状況

来月の見通し

当月の状況

来月の見通し

プレカットの動向
受注後、加工ま
での待ち時間

3か月後相場予想

3か月後相場予想

1ヵ月以内 1ヵ月 1ヵ月以上

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材
建 材

米 材
南 洋 材
北 洋 材
国 産 材

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

販 売 量
仕 入 量
販 売 価 格
仕 入 価 格

頻度
乾燥材取引の
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増　　加 減　　少

保ち合い

保ち合い

強　含　み

強　含　み 弱　含　み

変らず

弱　含　み

平成17年9月25日（日曜日） （第570号）（第三種郵便物認可）

8月分集計表
モニター数93　　回答数74　　回収率80％

増加14％（10）
増加12％（　9）
上昇　3％（　2）
上昇11％（　8）

増加43％（32）
増加37％（27）
上昇　5％（　4）
上昇13％（10）

30％（20）
15％（　9）
13％（　8）
　7％（　5）
－％（－）

40％（28）

減少36％（27）
減少39％（29）
下降　5％（　4）
下降　5％（　4）

減少　9％（　7）
減少　9％（　7）
下降　3％（　2）
下降　3％（　2）

　3％（　2）

　5％（　3）
11％（　7）
－％（－）

　0％（　0）

67％（44）
82％（50）
82％（50）
82％（54）
－％（－）

60％（42）

　3％（　2）

変わらず50％（37）
変わらず49％（36）
変わらず92％（68）
変わらず84％（62）

変わらず48％（35）
変わらず54％（40）
変わらず92％（68）
変わらず84％（62）

変わらず49％（34）
変わらず45％（31）
変わらず93％（64）
変わらず75％（52）

変わらず39％（27）
変わらず42％（29）
変わらず87％（60）
変わらず65％（45）

モニター数98　　回答数70　　回収率71％

増加23％（16）
増加17％（12）
上昇　3％（　2）
上昇22％（15）

増加46％（32）
増加39％（27）
上昇　9％（　6）
上昇29％（20）

27％（10）
15％（　4）
29％（10）
16％（　8）

50％（11）

73％（27）
85％（22）
65％（22）
74％（38）

32％（　7）

減少28％（19）
減少38％（26）
下降　4％（　3）
下降　3％（　2）

減少15％（10）
減少19％（13）
下降　4％（　3）
下降　6％（　4）

　0％（　0）
　0％（　0）
　6％（　2）
10％（　5）

18％（　4）

し
た
豊
か
な
地
域
性
を
持
つ
も
の
で
あ

り
、
地
域
材
等
地
域
の
資
源
を
活
用
し
、

気
候
・
風
土
に
即
し
た
伝
統
的
な
木
造

軸
組
住
宅
の
価
値
を
あ
ら
た
め
て
見
直

す
な
ど
、
地
域
性
に
根
ざ
し
た
住
宅
の

あ
り
方
を
問
い
直
す
必
要
が
あ
る
。」と

適
切
な
指
摘
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
た
だ
し
、「
Ⅱ
住
宅
政
策
の
方
向
性
を

示
す
制
度
的
枠
組
み
の
構
築
」
や
「
Ⅲ

新
た
な
制
度
的
枠
組
み
の
下
で
の
政
策

展
開
」
と
い
っ
た
具
体
的
な
政
策
提
言

部
分
に
お
い
て
は
、
上
記
に
関
連
し
た

記
述
が
ほ
と
ん
ど
な
さ
れ
て
い
な
い
と

い
わ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　
上
記
の
こ
と
か
ら
、
Ⅱ
、
Ⅲ
の
各
項

目
に
、「
地
球
環
境
と
の
調
和
」、「
地
域
資

源
の
循
環
へ
の
寄
与
」
の
趣
旨
を
加
筆

し
て
記
述
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。

３
　
具
体
的
意
見
　（　）略

２
　
意
見
の
骨
子

　
報
告
書
で
は
、
Ⅰ
「
こ
れ
ま
で
の
住

宅
政
策
を
支
え
て
き
た
制
度
的
枠
組
み

の
見
直
し
の
必
要
性
」
と
題
し
た
背
景

記
述
部
分
に
お
い
て
、「
３
、
住
生
活
を

め
ぐ
る
諸
課
題
へ
の
対
応
」
　（　）２
環
境
問

題
へ
の
対
応
」
の
中
で
、「
森
林
経
営
に

よ
り
、
約
三
・
九
％
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
吸
収
が
可
能
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、

国
内
の
健
全
な
森
林
整
備
が
す
す
め
ら

れ
る
よ
う
、
木
材
の
主
要
な
利
用
先
で

あ
る
住
宅
に
お
い
て
木
材
の
利
用
を
推

進
す
る
必
要
が
あ
る
。」と
記
述
さ
れ
、

ま
た
「
　（　）６
地
域
の
伝
統
・
文
化
等
と
調

和
し
た
美
し
い
居
住
環
境
づ
く
り
」
の

中
で
、「
住
宅
も
そ
れ
（
地
域
ご
と
に
多

様
に
育
ま
れ
た
伝
統
・
文
化
）
を
反
映

お
　知
　ら
　せ

　
２
０
０
５
森
林
・
林
業
・
環
境
機
械

展
示
実
演
会
（
主
催
＝
兵
庫
県
・
林
業

機
械
化
協
会
）
が
、
十
月
三
十
、
三
十

一
日
に
兵
庫
県
加
西
市
網
引
町
「
加
西

南
産
業
団
地
」
で
開
催
さ
れ
る
。

　
最
新
の
高
性
能
林
業
機
械
を
は
じ
め
、

各
種
林
業
機
械
や
森
林
バ
イ
オ
マ
ス
利

用
の
た
め
の
機
械
装
置
等
が
多
数
展
示

・
実
演
さ
れ
る
。
出
展
者
数
は
五
十
。

展
示
の
機
械
は
約
四
百
五
十
機
種
を
予

定
し
て
い
る
。


